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下の図のように、１辺の長さが８ｃｍの立方体ＡＢＣＤ―ＥＦＧＨがあり、
辺ＦＧの真ん中の点をＭとします。正方形ＢＦＧＣの内部に直線ＭＰの長さが１ｃｍ、
角ＰＭＦの大きさが 90 度となるように点Ｐをとります。このとき、次の各問いに答えなさい。 

（１）
辺ＤＨ上にＤＱの長さが２ｃｍとなるように点Ｑをとります。
３点Ａ、Ｐ、Ｑを通る平面と辺ＦＢが交わる点をＩとするとき、ＦＩの長さは何ｃｍですか。

（２）
点Ｒは辺ＣＤ上の点です。３点Ａ、Ｐ、Ｒを通る平面でこの立方体を切ったところ、
切り口の形が五角形になりました。このとき、ＤＲの長さは〔　　〕より長くなります。
〔　　〕にあてはまる数のうち最も小さい数を答えなさい。
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（３）
下の図は正方形ＣＧＨＤを１辺の長さが１ｃｍの正方形に分割したものであり、
●はその正方形の頂点です。点Ｓは 下の図の ● のいずれかの点です。
３点Ａ、Ｐ、Ｓを通る平面でこの立方体を切ったところ、切り口の形が五角形になりました。
このとき、●で示した 81 個の点のうち、点Ｓの位置としてふさわしいものは何個ありますか。

＠検証用＠
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